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２
０
２
２
年
の
春
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
第
６
波
感
染
者
数
は
、
過
去
最
高
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
こ
の
変
異
株
は
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
う
え
に
、10
代
、

20
代
と
い
っ
た
若
い
方
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
学
校
や
児
童
関
連
施

設
な
ど
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
医
療
や
福
祉
、
保
健
所
、

学
校
関
係
者
な
ど
、
最
前
線
で
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
マ
ス
ク
、
消
毒
、
３
密
の
回
避
、
３
回
目
の
早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感

染
拡
大
を
何
と
か
食
い
止
め
、
収
束
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
未
曽
有
の
危
機
に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
着
き
を
持
っ
て
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
政
視
察
も
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
た
年
末
に
、
世
界
初
の
運
行
と
な
る
、
阿
佐

海
岸
鉄
道
に
導
入
さ
れ
る
D
M
V
（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー

ド
・
ビ
ー
ク
ル
）
の
試
乗
、
水
素
バ
ス
へ
の
試
乗
、

北
海
道
長
沼
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
タ
ン
チ
ョ

ウ
も
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
大
き
な
成
果
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
を
大
切
に
す
る
政
治
、

自
然
に
向
き
合
い
、
生
態
系
を
守
る
活
動
を
大
事
に

し
、
共
に
助
け
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
、
や
さ
し

い
社
会
を
め
ざ
し
て
、
皆
様
方
と
共
に
頑
張
っ
て
い

く
決
意
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

1日も早い新型コロナウイルス感染症の収束を！

DMV（デュアル・モード・ビークル）
が昨年の12月25日運行開始しまし
た。阿佐海岸鉄道を列車として走り、
道路も車として走ります。本格運行は
世界初という快挙です。DMVは、徳
島県海陽町と高知県東洋町をつなぐ区
間を運行し、さらに、土日祝日は、室
戸方面に１日１往復運行しています。
観光資源と結びついた地域の活性化や
災害時の移動力も期待されてます。

2021.12.21 試乗してきました
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2
0
2
1
年
11
月
、
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ

て
い
る
時
期
に
よ
う
や
く
、
会
派
活
動
と
し

て
、
北
海
道
長
沼
町
の
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼

び
戻
す
会
」
と
の
交
流
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
長
沼
町
は
、
国
土
交
通
省
が
舞
鶴
遊
水
地

を
軸
と
し
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
、
地
域
住
民
も
土
地

を
提
供
し
、
広
大
な
遊
水
地
（
2
0
0
ha
）

を
つ
く
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼
び
戻
す
取
り

組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
昨
年
や
っ
と
ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
そ
う
で

す
。

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼
び
戻
す
こ
と
を
め
ざ

し
、
2
0
1
9
年
11
月
30
日
に
長
沼
町
か
ら

「
呼
び
戻
す
会
」
の
皆
様
が
、
鳴
門
市
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
保
護
の
取
り
組
み
を
視
察
に
来
ら

れ
た
時
に
私
た
ち
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
な
か
な
か
、
長

沼
町
訪
問
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
よ
う
や
く
長
沼
町
を
訪
問
し
、
町
長
さ
ん

や
、
呼
び
戻
す
会
の
皆
様
方
と
舞
鶴
遊
水
地

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
9
羽
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
撤
回
し
、
遊
水

地
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
か
ら
地
域

を
守
る
と
い
う
取
り
組
み
が
、
多
く
の
水
鳥

で
に
ぎ
わ
う
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
な
っ
た
こ
と

は
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し
て
出
来
上
が
っ

た
も
の
と
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

基
金
」
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
善
意
で
飛
来
す
る
羽
数
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
は
、
1
カ
ッ
プ
ル
だ
け
の
営

巣
で
す
が
、
2
カ
ッ
プ
ル
、
3
カ
ッ
プ
ル
と

な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
結

び
に
あ
た
り
、
長
沼
町
と
の
交
流
を
橋
渡
し

い
た
だ
い
た
「
日
本
生
態
系
協
会
」
の
方
々

に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

2021年11月17日　舞鶴遊水地にて
この日は９羽のタンチョウが観測されました。
※写真撮影時のみマスクを外しています。

会
派
調
査
研
究「
新
風
と
く
し
ま
」活
動

呼び戻す会の皆様と舞鶴遊水地

タンチョウ見えました 呼び戻す会 タンチョウの大きさ



２
０
２
２
年
６
月
24
日
、

て
し
表
代
を」
ま
し
く
と
風
新
「派
会

❶
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
徳
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
議
会
知
事
の
所
信
表
明
で
は
、
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、グ
リ
ー

ン
社
会
実
現
に
向
け
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
「
飯
泉
知
事
」

　
地
方
の
脱
炭
素
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
た
め
、
全
国
初
と
な
る
地
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
副
生
水
素
活
用
に
よ
る
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
燃
料
電
池
バ
ス
運
営
開

始
を
核
と
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
事
前
復
興
に
も
つ
な
が
る
、
地

域
と
共
生
し
た
自
立
分
散
型
電
力
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
市
場
連
動
型
の
新
た
な
売

電
制
度
で
あ
り
ま
す
Ｆ
Ｉ
Ｐ
を
視
野
に
入

れ
ま
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
な
ら

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
は
じ
め
、
３
Ｒ
の
促
進
や
食
品
ロ
ス
削

減
に
よ
る
循
環
経
済
へ
の
移
行
、
環
境
に

優
し
い
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
農
林
水
産
業
の
推
進
な
ど
、
脱
炭
素

の
基
盤
と
な
る
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
2
0
3
0
年
度
ま
で
の
行
程
と
具
体
策

を
示
す
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
本
年
12
月
を
め

ど
に
策
定
し
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出
す
取
組

を
積
極
果
敢
に
進
め
、
脱
炭
素
に
よ
る
強
靱
な
活
力
あ
る

グ
リ
ー
ン
社
会
徳
島
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
有
機
農
業
の
取
組
面
積
に
つ
い
て
は
、
国

内
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
と

も
に
徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
取

扱
い
は
限
定
的
で
、
契
約
栽
培
や
宅
配
型
通

販
な
ど
で
の
流
通
が
大
部
分
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
み
ん
な

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
道
は
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
の

拡
大
に
は
、
生
産
技
術
の
問
題
解
決
も
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
関

係
団
体
の
み
な
ら
ず
、
流
通
、
消
費
に
係
る
関
係
機
関
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
り
、
ま
た
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
消
費
者
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
県
の
取
組
と
し
て
、
全
国
の
消
費
者
に
、
徳
島
県
の
農
産
物
は
環

境
に
優
し
く
安
全
・
安
心
で
高
品
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、エ
シ
カ
ル
消
費
先
進

県
と
し
て
、
有
機
農
業
の
拡
大
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
森
口
農
林
水
産
部
長
」

　
エ
シ
カ
ル
農
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
3
月
に
策
定
し
た

徳
島
県
エ
シ
カ
ル
農
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
生
産
技
術
の
支
援
及
び

消
費
と
販
路
の
拡
大
支
援
を
両
輪
と
し
て
、
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
意
義
と
生
産
者
の
横
顔
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
秋
を
目
途
に
、
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
方
々
を
新
た
に
認
定
す
る
徳
島
県
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー

制
度
を
創
設
し
、
令
和
7
年
度
に
は
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
取
組
面
積
を

2
2
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
本
県
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
14
％
ま
で
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
流
通
・
小
売
業
、
消
費
団
体
等
の

皆
様
方
と
連
携
を
密
に
し
、エ
シ
カ
ル
農
業
、
さ
ら
に
は
有
機
農
業
の
拡

大
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
な
か
な
か
収
束
が
見
え
な
い

中
、
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様

方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

療
養
中
の
方
々
の
回
復
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お

い
て
接
種
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
数
接
種

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
接
種
券

が
な
い
場
合
、
名
簿
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
接
種
券
が
届
く
ま
で
は
費
用
の
請
求
が
で

き
な
い
な
ど
、
事
務
の
負
担
が
大
き
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め

に
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
接
種
券
の
早
期
発
行
に
つ
い
て
、

県
と
し
て
市
町
村
と
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁
「
福
井
副
知
事
」

　
職
域
接
種
を
行
う
主
体
か
ら
は
、
実
施
に
当

た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
被
接
種
者
に
接
種
券

が
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
に
係
る
費
用
の

請
求
手
続
が
行
え
な
い
、
接
種
券
が
届
く
ま
で

の
間
、
大
量
の
予
診
票
を
保
管
す
る
必
要
が
あ

り
、
事
務
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
接
種
券
の
早

期
発
行
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
の
実
情
を
丁
寧
に
お
伺

い
し
つ
つ
、
市
町
村
に
対
し
て
改
め
て
接
種
券
の
早
期
発
行
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
に
効
果
的
な

職
域
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
さ
れ
る
県
民
の
皆

様
が
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
榊
教
育
長
」

　
令
和
三
年
度
か
ら
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

導
入
し
た
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
含
む
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底
、
県
下
統
一
し
た
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
成
績
処
理
や

出
欠
管
理
、
通
知
表
の
作
成
な
ど
、
手
書
き
、

手
作
業
の
多
い
教
員
の
校
務
の
効
率
化
を
図
る

業
務
改
善
の
一
層
の
推
進
、
学
び
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指

導
員
と
い
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
拡
充
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
教
員
が
一
人
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
や
、
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士
等
に

よ
る
教
職
員
相
談
事
業
に
つ
い
て
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
時

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
改
め
て
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
病

気
休
職
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
円
滑
な
職
場
復
帰
を
図
る
た
め
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
教
員
の

心
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
も
、

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
　

・
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
進
化
に
つ
い
て
　

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
　

・
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
　

・
認
知
症
の
方
の
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
、
等
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

徳島木のおもちゃ美術館
（遊山箱イメージ・
板野町あすたむランド）
（2021年9月25日）

　
地
方
の
脱
炭
素
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

徳島木のおもちゃ美術館
（棚田をイメージ）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（そろばんをイメージ）
（2021年9月25日）

以
下
、要
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、全
文
は
私
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://shonom

.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。）

・
文
教
厚
生
委
員
会

・
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

13
日
　
関
西
広
域
連
合
全
員
協
議
会（
大
阪
市
）

17
日
　
代
表
質
問

18
日
、19
日
　
一般
質
問

23
日
　
徳
島
中
央
警
察
署
落
成
式

24
日
、25
日
　
経
済
委
員
会

27
日
　
関
西
広
域
連
合
定
例
会（
大
阪
市
）

3
日
　
次
世
代
育
成・少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
南
部
自
動
車
道
開
通
式

2
日
　
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
内
覧

1
日
　
メ
ー
デ
ー

19
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

20
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

27
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
総
会

16
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

17
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

21
日
　
6
月
定
例
県
議
会
開
会

24
日
　
代
表
質
問（
会
派
を
代
表
し
て
登
壇
）

25
日
　
一般
質
問
　

1
日
、2
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

5
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
6
月
定
例
県
議
会
閉
会

3
日
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
9
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
質
問

17
日
　
一般
質
問

24
日
、27
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

28
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

1
日
　
9
月
定
例
県
議
会
閉
会

4
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

7
日
、8
日
、12
日
、普
通
会
計
決
算
認
定
特
別
委
員
会

16
日
〜
18
日
　
会
派
研
修（
夕
張
郡
長
沼
町
他
）　

22
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）　

24
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

26
日
　
11
月
県
議
会
開
会                        

1
日
　
代
表
質
問

2
日
　
一般
質
問

8
日
、9
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

10
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

16
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
D
M
V
試
乗
会（
阿
佐
海
岸
鉄
道
）

3
月

6
月

6
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

16
日
　
脱
炭
素
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

17
日
　
高
校
生
と
県
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会（
阿
波
高
校
）　
　

4
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
・一般
質
問

17
日
、18
日
　
一般
質
問

25
日
、28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
２
年

1
月

2
月

3
月

２
０
２
１
年

２
月

4
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

5
月

２
０
２
２
年
６
月
24
日
、

て
し
表
代
を」
ま
し
く
と
風
新
「派
会

❶
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
徳
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
議
会
知
事
の
所
信
表
明
で
は
、
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、グ
リ
ー

ン
社
会
実
現
に
向
け
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
「
飯
泉
知
事
」

　
地
方
の
脱
炭
素
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
た
め
、
全
国
初
と
な
る
地
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
副
生
水
素
活
用
に
よ
る
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
燃
料
電
池
バ
ス
運
営
開

始
を
核
と
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
事
前
復
興
に
も
つ
な
が
る
、
地

域
と
共
生
し
た
自
立
分
散
型
電
力
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
市
場
連
動
型
の
新
た
な
売

電
制
度
で
あ
り
ま
す
Ｆ
Ｉ
Ｐ
を
視
野
に
入

れ
ま
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
な
ら

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
は
じ
め
、
３
Ｒ
の
促
進
や
食
品
ロ
ス
削

減
に
よ
る
循
環
経
済
へ
の
移
行
、
環
境
に

優
し
い
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
農
林
水
産
業
の
推
進
な
ど
、
脱
炭
素

の
基
盤
と
な
る
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
2
0
3
0
年
度
ま
で
の
行
程
と
具
体
策

を
示
す
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
本
年
12
月
を
め

ど
に
策
定
し
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出
す
取
組

を
積
極
果
敢
に
進
め
、
脱
炭
素
に
よ
る
強
靱
な
活
力
あ
る

グ
リ
ー
ン
社
会
徳
島
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
有
機
農
業
の
取
組
面
積
に
つ
い
て
は
、
国

内
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
と

も
に
徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
取

扱
い
は
限
定
的
で
、
契
約
栽
培
や
宅
配
型
通

販
な
ど
で
の
流
通
が
大
部
分
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
み
ん
な

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
道
は
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
の

拡
大
に
は
、
生
産
技
術
の
問
題
解
決
も
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
関

係
団
体
の
み
な
ら
ず
、
流
通
、
消
費
に
係
る
関
係
機
関
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
り
、
ま
た
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
消
費
者
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
県
の
取
組
と
し
て
、
全
国
の
消
費
者
に
、
徳
島
県
の
農
産
物
は
環

境
に
優
し
く
安
全
・
安
心
で
高
品
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、エ
シ
カ
ル
消
費
先
進

県
と
し
て
、
有
機
農
業
の
拡
大
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
森
口
農
林
水
産
部
長
」

　
エ
シ
カ
ル
農
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
3
月
に
策
定
し
た

徳
島
県
エ
シ
カ
ル
農
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
生
産
技
術
の
支
援
及
び

消
費
と
販
路
の
拡
大
支
援
を
両
輪
と
し
て
、
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
意
義
と
生
産
者
の
横
顔
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
秋
を
目
途
に
、
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
方
々
を
新
た
に
認
定
す
る
徳
島
県
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー

制
度
を
創
設
し
、
令
和
7
年
度
に
は
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
取
組
面
積
を

2
2
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
本
県
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
14
％
ま
で
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
流
通
・
小
売
業
、
消
費
団
体
等
の

皆
様
方
と
連
携
を
密
に
し
、エ
シ
カ
ル
農
業
、
さ
ら
に
は
有
機
農
業
の
拡

大
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
な
か
な
か
収
束
が
見
え
な
い

中
、
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様

方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

療
養
中
の
方
々
の
回
復
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お

い
て
接
種
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
数
接
種

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
接
種
券

が
な
い
場
合
、
名
簿
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
接
種
券
が
届
く
ま
で
は
費
用
の
請
求
が
で

き
な
い
な
ど
、
事
務
の
負
担
が
大
き
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め

に
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
接
種
券
の
早
期
発
行
に
つ
い
て
、

県
と
し
て
市
町
村
と
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁
「
福
井
副
知
事
」

　
職
域
接
種
を
行
う
主
体
か
ら
は
、
実
施
に
当

た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
被
接
種
者
に
接
種
券

が
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
に
係
る
費
用
の

請
求
手
続
が
行
え
な
い
、
接
種
券
が
届
く
ま
で

の
間
、
大
量
の
予
診
票
を
保
管
す
る
必
要
が
あ

り
、
事
務
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
接
種
券
の
早

期
発
行
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
の
実
情
を
丁
寧
に
お
伺

い
し
つ
つ
、
市
町
村
に
対
し
て
改
め
て
接
種
券
の
早
期
発
行
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
に
効
果
的
な

職
域
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
さ
れ
る
県
民
の
皆

様
が
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
榊
教
育
長
」

　
令
和
三
年
度
か
ら
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

導
入
し
た
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
含
む
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底
、
県
下
統
一
し
た
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
成
績
処
理
や

出
欠
管
理
、
通
知
表
の
作
成
な
ど
、
手
書
き
、

手
作
業
の
多
い
教
員
の
校
務
の
効
率
化
を
図
る

業
務
改
善
の
一
層
の
推
進
、
学
び
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指

導
員
と
い
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
拡
充
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
教
員
が
一
人
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
や
、
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士
等
に

よ
る
教
職
員
相
談
事
業
に
つ
い
て
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
時

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
改
め
て
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
病

気
休
職
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
円
滑
な
職
場
復
帰
を
図
る
た
め
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
教
員
の

心
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
も
、

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
　

・
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
進
化
に
つ
い
て
　

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
　

・
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
　

・
認
知
症
の
方
の
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
、
等
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

徳島木のおもちゃ美術館
（遊山箱イメージ・
板野町あすたむランド）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（棚田をイメージ）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（そろばんをイメージ）
（2021年9月25日）

以
下
、要
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、全
文
は
私
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://shonom

.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。）

・
文
教
厚
生
委
員
会

・
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

13
日
　
関
西
広
域
連
合
全
員
協
議
会（
大
阪
市
）

17
日
　
代
表
質
問

18
日
、19
日
　
一般
質
問

23
日
　
徳
島
中
央
警
察
署
落
成
式

24
日
、25
日
　
経
済
委
員
会

27
日
　
関
西
広
域
連
合
定
例
会（
大
阪
市
）

3
日
　
次
世
代
育
成・少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
南
部
自
動
車
道
開
通
式

2
日
　
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
内
覧

1
日
　
メ
ー
デ
ー

19
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

20
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

27
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
総
会

16
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

17
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

21
日
　
6
月
定
例
県
議
会
開
会

24
日
　
代
表
質
問（
会
派
を
代
表
し
て
登
壇
）

25
日
　
一般
質
問
　

1
日
、2
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

5
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
6
月
定
例
県
議
会
閉
会

3
日
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
9
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
質
問

17
日
　
一般
質
問

24
日
、27
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

28
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

1
日
　
9
月
定
例
県
議
会
閉
会

4
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

7
日
、8
日
、12
日
、普
通
会
計
決
算
認
定
特
別
委
員
会

16
日
〜
18
日
　
会
派
研
修（
夕
張
郡
長
沼
町
他
）　

22
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）　

24
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

26
日
　
11
月
県
議
会
開
会                        

1
日
　
代
表
質
問

2
日
　
一般
質
問

8
日
、9
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

10
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

16
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
D
M
V
試
乗
会（
阿
佐
海
岸
鉄
道
）

3
月

6
月

6
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

16
日
　
脱
炭
素
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

17
日
　
高
校
生
と
県
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会（
阿
波
高
校
）　
　

4
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
・一般
質
問

17
日
、18
日
　
一般
質
問

25
日
、28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
２
年

1
月

2
月

3
月

２
０
２
１
年

２
月

4
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

5
月



２
０
２
２
年
６
月
24
日
、

て
し
表
代
を」
ま
し
く
と
風
新
「派
会

❶
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
徳
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
議
会
知
事
の
所
信
表
明
で
は
、
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、グ
リ
ー

ン
社
会
実
現
に
向
け
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
「
飯
泉
知
事
」

　
地
方
の
脱
炭
素
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
た
め
、
全
国
初
と
な
る
地
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
副
生
水
素
活
用
に
よ
る
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
燃
料
電
池
バ
ス
運
営
開

始
を
核
と
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
事
前
復
興
に
も
つ
な
が
る
、
地

域
と
共
生
し
た
自
立
分
散
型
電
力
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
市
場
連
動
型
の
新
た
な
売

電
制
度
で
あ
り
ま
す
Ｆ
Ｉ
Ｐ
を
視
野
に
入

れ
ま
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
な
ら

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
は
じ
め
、
３
Ｒ
の
促
進
や
食
品
ロ
ス
削

減
に
よ
る
循
環
経
済
へ
の
移
行
、
環
境
に

優
し
い
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
農
林
水
産
業
の
推
進
な
ど
、
脱
炭
素

の
基
盤
と
な
る
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
2
0
3
0
年
度
ま
で
の
行
程
と
具
体
策

を
示
す
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
本
年
12
月
を
め

ど
に
策
定
し
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出
す
取
組

を
積
極
果
敢
に
進
め
、
脱
炭
素
に
よ
る
強
靱
な
活
力
あ
る

グ
リ
ー
ン
社
会
徳
島
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
有
機
農
業
の
取
組
面
積
に
つ
い
て
は
、
国

内
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
と

も
に
徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
取

扱
い
は
限
定
的
で
、
契
約
栽
培
や
宅
配
型
通

販
な
ど
で
の
流
通
が
大
部
分
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
み
ん
な

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
道
は
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
の

拡
大
に
は
、
生
産
技
術
の
問
題
解
決
も
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
関

係
団
体
の
み
な
ら
ず
、
流
通
、
消
費
に
係
る
関
係
機
関
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
り
、
ま
た
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
消
費
者
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
県
の
取
組
と
し
て
、
全
国
の
消
費
者
に
、
徳
島
県
の
農
産
物
は
環

境
に
優
し
く
安
全
・
安
心
で
高
品
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、エ
シ
カ
ル
消
費
先
進

県
と
し
て
、
有
機
農
業
の
拡
大
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
森
口
農
林
水
産
部
長
」

　
エ
シ
カ
ル
農
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
3
月
に
策
定
し
た

徳
島
県
エ
シ
カ
ル
農
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
生
産
技
術
の
支
援
及
び

消
費
と
販
路
の
拡
大
支
援
を
両
輪
と
し
て
、
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
意
義
と
生
産
者
の
横
顔
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
秋
を
目
途
に
、
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
方
々
を
新
た
に
認
定
す
る
徳
島
県
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー

制
度
を
創
設
し
、
令
和
7
年
度
に
は
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
取
組
面
積
を

2
2
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
本
県
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
14
％
ま
で
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
流
通
・
小
売
業
、
消
費
団
体
等
の

皆
様
方
と
連
携
を
密
に
し
、エ
シ
カ
ル
農
業
、
さ
ら
に
は
有
機
農
業
の
拡

大
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
な
か
な
か
収
束
が
見
え
な
い

中
、
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様

方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

療
養
中
の
方
々
の
回
復
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お

い
て
接
種
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
数
接
種

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
接
種
券

が
な
い
場
合
、
名
簿
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
接
種
券
が
届
く
ま
で
は
費
用
の
請
求
が
で

き
な
い
な
ど
、
事
務
の
負
担
が
大
き
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め

に
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
接
種
券
の
早
期
発
行
に
つ
い
て
、

県
と
し
て
市
町
村
と
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁
「
福
井
副
知
事
」

　
職
域
接
種
を
行
う
主
体
か
ら
は
、
実
施
に
当

た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
被
接
種
者
に
接
種
券

が
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
に
係
る
費
用
の

請
求
手
続
が
行
え
な
い
、
接
種
券
が
届
く
ま
で

の
間
、
大
量
の
予
診
票
を
保
管
す
る
必
要
が
あ

り
、
事
務
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
接
種
券
の
早

期
発
行
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
の
実
情
を
丁
寧
に
お
伺

い
し
つ
つ
、
市
町
村
に
対
し
て
改
め
て
接
種
券
の
早
期
発
行
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
に
効
果
的
な

職
域
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
さ
れ
る
県
民
の
皆

様
が
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
榊
教
育
長
」

　
令
和
三
年
度
か
ら
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

導
入
し
た
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
含
む
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底
、
県
下
統
一
し
た
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
成
績
処
理
や

出
欠
管
理
、
通
知
表
の
作
成
な
ど
、
手
書
き
、

手
作
業
の
多
い
教
員
の
校
務
の
効
率
化
を
図
る

業
務
改
善
の
一
層
の
推
進
、
学
び
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指

導
員
と
い
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
拡
充
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
教
員
が
一
人
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
や
、
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士
等
に

よ
る
教
職
員
相
談
事
業
に
つ
い
て
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
時

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
改
め
て
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
病

気
休
職
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
円
滑
な
職
場
復
帰
を
図
る
た
め
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
教
員
の

心
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
も
、

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
　

・
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
進
化
に
つ
い
て
　

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
　

・
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
　

・
認
知
症
の
方
の
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
、
等
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

徳島木のおもちゃ美術館
（遊山箱イメージ・
板野町あすたむランド）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（棚田をイメージ）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（そろばんをイメージ）
（2021年9月25日）

以
下
、要
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、全
文
は
私
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://shonom

.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。）

・
文
教
厚
生
委
員
会

・
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

13
日
　
関
西
広
域
連
合
全
員
協
議
会（
大
阪
市
）

17
日
　
代
表
質
問

18
日
、19
日
　
一般
質
問

23
日
　
徳
島
中
央
警
察
署
落
成
式

24
日
、25
日
　
経
済
委
員
会

27
日
　
関
西
広
域
連
合
定
例
会（
大
阪
市
）

3
日
　
次
世
代
育
成・少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
南
部
自
動
車
道
開
通
式

2
日
　
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
内
覧

1
日
　
メ
ー
デ
ー

19
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

20
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

27
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
総
会

16
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

17
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

21
日
　
6
月
定
例
県
議
会
開
会

24
日
　
代
表
質
問（
会
派
を
代
表
し
て
登
壇
）

25
日
　
一般
質
問
　

1
日
、2
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

5
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
6
月
定
例
県
議
会
閉
会

3
日
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
9
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
質
問

17
日
　
一般
質
問

24
日
、27
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

28
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

1
日
　
9
月
定
例
県
議
会
閉
会

4
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

7
日
、8
日
、12
日
、普
通
会
計
決
算
認
定
特
別
委
員
会

16
日
〜
18
日
　
会
派
研
修（
夕
張
郡
長
沼
町
他
）　

22
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）　

24
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

26
日
　
11
月
県
議
会
開
会                        

1
日
　
代
表
質
問

2
日
　
一般
質
問

8
日
、9
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

10
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

16
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
D
M
V
試
乗
会（
阿
佐
海
岸
鉄
道
）

3
月

6
月

6
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

16
日
　
脱
炭
素
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

17
日
　
高
校
生
と
県
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会（
阿
波
高
校
）　
　

4
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
・一般
質
問

17
日
、18
日
　
一般
質
問

25
日
、28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
２
年

1
月

2
月

3
月

２
０
２
１
年

２
月

4
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

5
月

２
０
２
２
年
６
月
24
日
、

て
し
表
代
を」
ま
し
く
と
風
新
「派
会

❶
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
徳
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
議
会
知
事
の
所
信
表
明
で
は
、
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、グ
リ
ー

ン
社
会
実
現
に
向
け
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
「
飯
泉
知
事
」

　
地
方
の
脱
炭
素
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
た
め
、
全
国
初
と
な
る
地
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
副
生
水
素
活
用
に
よ
る
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
燃
料
電
池
バ
ス
運
営
開

始
を
核
と
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
事
前
復
興
に
も
つ
な
が
る
、
地

域
と
共
生
し
た
自
立
分
散
型
電
力
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
市
場
連
動
型
の
新
た
な
売

電
制
度
で
あ
り
ま
す
Ｆ
Ｉ
Ｐ
を
視
野
に
入

れ
ま
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

脱
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
な
ら

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
は
じ
め
、
３
Ｒ
の
促
進
や
食
品
ロ
ス
削

減
に
よ
る
循
環
経
済
へ
の
移
行
、
環
境
に

優
し
い
地
域
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
農
林
水
産
業
の
推
進
な
ど
、
脱
炭
素

の
基
盤
と
な
る
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
2
0
3
0
年
度
ま
で
の
行
程
と
具
体
策

を
示
す
県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
本
年
12
月
を
め

ど
に
策
定
し
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出
す
取
組

を
積
極
果
敢
に
進
め
、
脱
炭
素
に
よ
る
強
靱
な
活
力
あ
る

グ
リ
ー
ン
社
会
徳
島
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❷
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
有
機
農
業
の
取
組
面
積
に
つ
い
て
は
、
国

内
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
と

も
に
徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
取

扱
い
は
限
定
的
で
、
契
約
栽
培
や
宅
配
型
通

販
な
ど
で
の
流
通
が
大
部
分
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
み
ん
な

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
道
は
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
の

拡
大
に
は
、
生
産
技
術
の
問
題
解
決
も
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
関

係
団
体
の
み
な
ら
ず
、
流
通
、
消
費
に
係
る
関
係
機
関
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
り
、
ま
た
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
消
費
者
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
県
の
取
組
と
し
て
、
全
国
の
消
費
者
に
、
徳
島
県
の
農
産
物
は
環

境
に
優
し
く
安
全
・
安
心
で
高
品
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、エ
シ
カ
ル
消
費
先
進

県
と
し
て
、
有
機
農
業
の
拡
大
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
森
口
農
林
水
産
部
長
」

　
エ
シ
カ
ル
農
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
3
月
に
策
定
し
た

徳
島
県
エ
シ
カ
ル
農
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
生
産
技
術
の
支
援
及
び

消
費
と
販
路
の
拡
大
支
援
を
両
輪
と
し
て
、
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
意
義
と
生
産
者
の
横
顔
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
秋
を
目
途
に
、
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
方
々
を
新
た
に
認
定
す
る
徳
島
県
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー

制
度
を
創
設
し
、
令
和
7
年
度
に
は
、エ
シ
カ
ル
農
業
の
取
組
面
積
を

2
2
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
本
県
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
14
％
ま
で
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
流
通
・
小
売
業
、
消
費
団
体
等
の

皆
様
方
と
連
携
を
密
に
し
、エ
シ
カ
ル
農
業
、
さ
ら
に
は
有
機
農
業
の
拡

大
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
な
か
な
か
収
束
が
見
え
な
い

中
、
医
療
関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様

方
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

療
養
中
の
方
々
の
回
復
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お

い
て
接
種
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
数
接
種

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
接
種
券

が
な
い
場
合
、
名
簿
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
接
種
券
が
届
く
ま
で
は
費
用
の
請
求
が
で

き
な
い
な
ど
、
事
務
の
負
担
が
大
き
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め

に
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
接
種
券
の
早
期
発
行
に
つ
い
て
、

県
と
し
て
市
町
村
と
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁
「
福
井
副
知
事
」

　
職
域
接
種
を
行
う
主
体
か
ら
は
、
実
施
に
当

た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
被
接
種
者
に
接
種
券

が
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
に
係
る
費
用
の

請
求
手
続
が
行
え
な
い
、
接
種
券
が
届
く
ま
で

の
間
、
大
量
の
予
診
票
を
保
管
す
る
必
要
が
あ

り
、
事
務
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
接
種
券
の
早

期
発
行
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
の
実
情
を
丁
寧
に
お
伺

い
し
つ
つ
、
市
町
村
に
対
し
て
改
め
て
接
種
券
の
早
期
発
行
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
に
効
果
的
な

職
域
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
さ
れ
る
県
民
の
皆

様
が
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

質
問
「
庄
野
」

　
教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
御
所
見
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
「
榊
教
育
長
」

　
令
和
三
年
度
か
ら
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

導
入
し
た
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
含
む
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底
、
県
下
統
一
し
た
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
成
績
処
理
や

出
欠
管
理
、
通
知
表
の
作
成
な
ど
、
手
書
き
、

手
作
業
の
多
い
教
員
の
校
務
の
効
率
化
を
図
る

業
務
改
善
の
一
層
の
推
進
、
学
び
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指

導
員
と
い
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
拡
充
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
教
員
が
一
人
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
の
推
進
や
、
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士
等
に

よ
る
教
職
員
相
談
事
業
に
つ
い
て
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
時

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
改
め
て
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
病

気
休
職
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
円
滑
な
職
場
復
帰
を
図
る
た
め
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
教
員
の

心
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
も
、

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
　

・
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
進
化
に
つ
い
て
　

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
　

・
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
　

・
認
知
症
の
方
の
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
、
等
も
質
問
し
て
い
ま
す
。

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

徳島木のおもちゃ美術館
（遊山箱イメージ・
板野町あすたむランド）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（棚田をイメージ）
（2021年9月25日）

徳島木のおもちゃ美術館
（そろばんをイメージ）
（2021年9月25日）

以
下
、要
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、全
文
は
私
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://shonom

.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。）

・
文
教
厚
生
委
員
会

・
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

13
日
　
関
西
広
域
連
合
全
員
協
議
会（
大
阪
市
）

17
日
　
代
表
質
問

18
日
、19
日
　
一般
質
問

23
日
　
徳
島
中
央
警
察
署
落
成
式

24
日
、25
日
　
経
済
委
員
会

27
日
　
関
西
広
域
連
合
定
例
会（
大
阪
市
）

3
日
　
次
世
代
育
成・少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
南
部
自
動
車
道
開
通
式

2
日
　
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
内
覧

1
日
　
メ
ー
デ
ー

19
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

20
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

27
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
総
会

16
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

17
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

21
日
　
6
月
定
例
県
議
会
開
会

24
日
　
代
表
質
問（
会
派
を
代
表
し
て
登
壇
）

25
日
　
一般
質
問
　

1
日
、2
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

5
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
6
月
定
例
県
議
会
閉
会

3
日
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
9
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
質
問

17
日
　
一般
質
問

24
日
、27
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

28
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

1
日
　
9
月
定
例
県
議
会
閉
会

4
日
　
県
議
会
臨
時
本
会
議

7
日
、8
日
、12
日
、普
通
会
計
決
算
認
定
特
別
委
員
会

16
日
〜
18
日
　
会
派
研
修（
夕
張
郡
長
沼
町
他
）　

22
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）　

24
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

26
日
　
11
月
県
議
会
開
会                        

1
日
　
代
表
質
問

2
日
　
一般
質
問

8
日
、9
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

10
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

16
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

21
日
　
D
M
V
試
乗
会（
阿
佐
海
岸
鉄
道
）

3
月

6
月

6
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

16
日
　
脱
炭
素
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

17
日
　
高
校
生
と
県
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会（
阿
波
高
校
）　
　

4
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

8
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

10
日
　
2
月
定
例
県
議
会
開
会

16
日
　
代
表
・一般
質
問

17
日
、18
日
　
一般
質
問

25
日
、28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会

9
日
　
2
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
２
年

1
月

2
月

3
月

２
０
２
１
年

２
月

4
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

5
月
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２
０
２
２
年
の
春
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
第
６
波
感
染
者
数
は
、
過
去
最
高
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
こ
の
変
異
株
は
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
う
え
に
、10
代
、

20
代
と
い
っ
た
若
い
方
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
学
校
や
児
童
関
連
施

設
な
ど
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
医
療
や
福
祉
、
保
健
所
、

学
校
関
係
者
な
ど
、
最
前
線
で
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
マ
ス
ク
、
消
毒
、
３
密
の
回
避
、
３
回
目
の
早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感

染
拡
大
を
何
と
か
食
い
止
め
、
収
束
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
未
曽
有
の
危
機
に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
着
き
を
持
っ
て
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
政
視
察
も
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
た
年
末
に
、
世
界
初
の
運
行
と
な
る
、
阿
佐

海
岸
鉄
道
に
導
入
さ
れ
る
D
M
V
（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー

ド
・
ビ
ー
ク
ル
）
の
試
乗
、
水
素
バ
ス
へ
の
試
乗
、

北
海
道
長
沼
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
タ
ン
チ
ョ

ウ
も
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
大
き
な
成
果
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
を
大
切
に
す
る
政
治
、

自
然
に
向
き
合
い
、
生
態
系
を
守
る
活
動
を
大
事
に

し
、
共
に
助
け
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
、
や
さ
し

い
社
会
を
め
ざ
し
て
、
皆
様
方
と
共
に
頑
張
っ
て
い

く
決
意
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

1日も早い新型コロナウイルス感染症の収束を！

DMV（デュアル・モード・ビークル）
が昨年の12月25日運行開始しまし
た。阿佐海岸鉄道を列車として走り、
道路も車として走ります。本格運行は
世界初という快挙です。DMVは、徳
島県海陽町と高知県東洋町をつなぐ区
間を運行し、さらに、土日祝日は、室
戸方面に１日１往復運行しています。
観光資源と結びついた地域の活性化や
災害時の移動力も期待されてます。

2021.12.21 試乗してきました

徳島県議会議員

発　行

庄野　昌彦

徳
島
県
議
会
議
員

庄
野
　
昌
彦

し
ょ
う

の

ま
さ

ひ
こ

共
生・共
助
の
社
会
を
め
ざ
し
て

〒770-8024
徳島市西須賀町東開６０－１９

☎  088-669-5403
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Fax  088-669-5408

自宅　

2
0
2
1
年
11
月
、
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ

て
い
る
時
期
に
よ
う
や
く
、
会
派
活
動
と
し

て
、
北
海
道
長
沼
町
の
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼

び
戻
す
会
」
と
の
交
流
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
長
沼
町
は
、
国
土
交
通
省
が
舞
鶴
遊
水
地

を
軸
と
し
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
打
ち
出
し
、
地
域
住
民
も
土
地

を
提
供
し
、
広
大
な
遊
水
地
（
2
0
0
ha
）

を
つ
く
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼
び
戻
す
取
り

組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
昨
年
や
っ
と
ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
そ
う
で

す
。

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼
び
戻
す
こ
と
を
め
ざ

し
、
2
0
1
9
年
11
月
30
日
に
長
沼
町
か
ら

「
呼
び
戻
す
会
」
の
皆
様
が
、
鳴
門
市
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
保
護
の
取
り
組
み
を
視
察
に
来
ら

れ
た
時
に
私
た
ち
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
な
か
な
か
、
長

沼
町
訪
問
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
よ
う
や
く
長
沼
町
を
訪
問
し
、
町
長
さ
ん

や
、
呼
び
戻
す
会
の
皆
様
方
と
舞
鶴
遊
水
地

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
9
羽
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
撤
回
し
、
遊
水

地
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
か
ら
地
域

を
守
る
と
い
う
取
り
組
み
が
、
多
く
の
水
鳥

で
に
ぎ
わ
う
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
な
っ
た
こ
と

は
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し
て
出
来
上
が
っ

た
も
の
と
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

基
金
」
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
善
意
で
飛
来
す
る
羽
数
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
は
、
1
カ
ッ
プ
ル
だ
け
の
営

巣
で
す
が
、
2
カ
ッ
プ
ル
、
3
カ
ッ
プ
ル
と

な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
結

び
に
あ
た
り
、
長
沼
町
と
の
交
流
を
橋
渡
し

い
た
だ
い
た
「
日
本
生
態
系
協
会
」
の
方
々

に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

2021年11月17日　舞鶴遊水地にて
この日は９羽のタンチョウが観測されました。
※写真撮影時のみマスクを外しています。

会
派
調
査
研
究「
新
風
と
く
し
ま
」活
動

呼び戻す会の皆様と舞鶴遊水地

タンチョウ見えました 呼び戻す会 タンチョウの大きさ


